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 要  旨 
一般的に透明導電膜には ITOが用いられているが、レアメタルの枯渇が大きな問題となってお
り、その代替材料が求められている。そこで豊富で安価な材料である ZnO を用いた高輝度白色
LED が求められており、本研究では ZnO 透明導電膜の作製を行う。光量の増大化を目指すため
には二つのアプローチがある。一つ目として内部の量子効率を改善すること、二つ目として光取
り出し効率を改善することがあげられる。特に光取り出し効率には多くの改善の余地が残ってお
り、より高い透明度の電極が求められている。だが、それだけでは内部での多重反射の問題を解
決することができない。そこで電極の成型を行うことにより問題の解決を試みるため、従来の薄
膜よりも比較的厚い膜の作製を行う。ZnO膜の作製には安価な製造装置であり短時間で比較的厚
い膜を成膜可能な電着法を採用した。電着法により、電極を成型するために厚い ZnO膜の作製を
行い評価した。 
PL測定では、紫外領域におけるピークと、黄色領域におけるブロードなピークが見られた。ス
パッタ膜と比較すると、黄色領域の欠陥によるピークがより強く観測でき、これらのピークは、
堆積膜厚や成長レートを変化させても同様の結果となった。酸素アニールを行ったサンプルにつ
いては、欠陥と思われるピークが高エネルギー側にシフトしていた。これは、発光メカニズムが
DA ペア発光によるものであり、不純物間の距離がアニールによって変化することが原因だと考
えられる。また 700℃で酸素アニールを行ったサンプルでは新しいピークが見られた。 
続いて XRD測定では、電着膜とスパッタ膜ともに C 軸配向度が高いことがわかったが、電着
レートを上げると多結晶のピークや Zn のピークが見られた。この結果から電着レートが膜質に
影響を与えているということがわかった。 
また ESCAによる化学組成分析ではアニール温度を変えたどのサンプルでも Zn2pのピークと
O1s のピークが観測された。定量分析を行った結果、400℃アニールにおいてのみ Zn が 50％以
上占めている層があり、700℃アニールでは O が多くを占めていた。700℃アニール処理を行っ
たサンプルは導電性を得られなかったが、電気伝導のメカニズムと言われている酸素欠陥を埋め
て導電性を失ったのではないかと考える。 
電着法による ZnO透明導電膜の実用化には、電着膜の欠陥のメカニズムと導電性について調べ
ていくことが今後の指針である。 
 
